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之に施与するの必要あり
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『英文学畸人列伝』（Some Strange English Literary Figures of the 












作品の大きなものは、二巻本の『英語辞典』A Dictionary of the 
English Language（1755）であるが、それ以外には驚くほど少ない。母
親の葬式の費用を作るために二週間で書きあげたという『ラセラス』
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の生活なりけり
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、」（pp. 14-5）ただし、
高橋はジョンソンの人生観には賛同できないようである。「幸福は決し
4 4 4 4 4
て求めて獲べき者に非ず
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